
顧客ニーズを踏まえたバリューチェーンの構築

加工 流通・販売
農林水産物
の生産

消費者・
市場

消費者・市場のニーズ、
加工等のニーズを踏まえ、
・ 加工適性のある作物
の生産に転換
・ 作物の品質を高める
ための生産方式の改善
など

○ ６次産業化に取り組む際には、生産、加工から流通・販売に至るまでのバリューチェーンを構築し、消費者や市
場のニーズを踏まえつつ、流通・加工業者等のアイデア・ノウハウも活かしながら、農林水産物の生産をはじめ、加
工、流通・販売のそれぞれの段階において、付加価値を高める工夫をすることが重要。

＜１次＞ ＜２次＞ ＜３次＞

消費者や市場は、何
を求めているか（市場
リサーチ、ターゲット
の明確化など）

消費者・市場のニーズ
を踏まえ、
・ 商品の品質を改善す
るための新たな加工技
術の導入
・ 安全・安心な商品を製
造するためのＨＡＣＣＰ
の導入 など

消費者・市場のニーズ
を踏まえ、
・ 販売手法・ルート
（スーパー、ＪＡ、直売所、
道の駅など）を確定
・ 商品のPR手法 （原料
原産地表示など）を検討
など
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コンセプト マーケットインの発想に立って、トマトの糖度を活かした砂糖不使用の商品を開発・製造・販売する

いつまでに
どこで（どのよう
なシーンで）

誰が 誰に対して
何を（どんな
ことを）

どのように（どうするのか） 備考

ターゲット 主に病院
病院内で食事制限をし
ている方を対象

砂糖を使わず
に製造した商
品

病院の給食用として販売する

マーケット
調査

○年○月までに試作品
を完成させる

主に病院 調査会社に依頼 病院の管理栄養士
味や食感を５
段階に分けた
試作品

試食会を開催して、どの試作品が病院で提供
しやすいかを評価してもらう
今後、病院給食以外への販路拡大のために、
○○直売所で試験販売を行い消費者にアン
ケートを行う

商品開発
○年○月から○年○月
までに

自社
自社の商品開発
部門

試食会で実需
者が求めてい
るゼリー

試作品の評価を参考に、製造コストと販売価
格を計算しながら開発する

製造原価計算書
作成する

商品製造

○年○月から○年○月
までに

市内
有限会社丸の内
食品

開発した商品
自社加工場の整備が完了するまで製造を委託
する

原料の一部は近
隣のトマト（高
糖度）農家から
集める

○年○月から○年○月
までに

自社 自社の製造部門
有限会社丸の内食品に
アドバイスを依頼。

開発した商品
○年○月までに加工場の製造ラインを増やし
て自社生産を行う。

６次産業化交付
金を活用予定

販売先の確
保

○年○月から○年○月
までに

主に病院 自社の営業部門
試食会を開催した病院
を中心に
地域の病院を中心に

開発した商品
職員にサンプルの試食をしてもらうとともに、
機能性をＰＲして理解してもらうことで、病
院食としての有効性の周知に努める

○年○月から○年○月
までに

自社 自社の営業部門
全国の食事制限をして
いる方を対象

開発した商品
ホームページを開設して、インターネット販
売に取り組む

○年○月から○年○月
までに

県域の商談会に交
付金を活用して出
展する

自社の営業部門
健康食品を扱うバイ
ヤー

開発した商品
健康食品をテーマにした商談会に出展する
ＦＣＰシートを活用して、当社や商品の強み
をアピールする

交付金の申請を
県と相談中

その他
○年○月から○年○月
までに

自社の営業部門 ヘルスケア雑誌の読者
商品のＰＲポ
イントを宣伝
する

年○回広告を掲載して、健康意識が高いと思
われる読者に商品を宣伝していく

○トマトゼリー（自ら生産する農林水産物等：トマト（高糖度））

コンセプト表を作成し、製造から販売までのプランを具体化することが重要です
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農林水産省 食料産業局 ／Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

食料産業・６次産業化交付金による支援

＜事業の内容＞ ＜事業イ メ ー ジ＞

1. 食料産業・６次産業化推進交付金
① ６次産業化の推進
ア 業務用需要に対応したBtoB（事業者向けビジネス）の取組の推進、「農泊」と連
携した観光消費の促進、農福連携の発展に資する新商品開発や販路開拓等の取組
を重点的に支援します。

イ 都道府県及び市町村段階に、行政、農林漁業、商工、金融等の関係機関で構成
される６次産業化・地産地消推進協議会を設置し、６次産業化等に関する戦略の
策定（更新）や６次産業化に取り組む人材を育成する取組を支援します。

② 研究開発・成果利用の促進
○ 新技術を活用した新たな高付加価値商品等の創出・事業化に必要な技術実証、
マーケティング等を支援します。

2. 食料産業・６次産業化整備交付金のうち「６次産業化施設整備」
○ 農林漁業者等が多様な事業者とネットワークを構築し、制度資金等の融資又は出
資を活用して６次産業化に取り組む場合に必要となる、加工・販売施設等の整備に
対して支援します（業務用需要に対応したBtoBの取組の推進、「農泊」と連携した観
光消費の促進、農福連携の発展に資するものを重点的に支援）。

＜事業の流れ＞

国
都道府
県

農林漁業者の
組織する団体等

定額、1/2以内、
1/3以内、3/10以内定額

○ 「６次産業化の推進」「６次産業化施設整備」の重点支援分野

業務用需要に対応した
BtoBの取組の推進

「農泊」と連携した
観光消費の促進

農福連携の発展

高い品質管理下での業務用
一次加工品等の製造・供給

加工・販売の事業と一体的に
行う加工・収穫体験等の提供

障害者との協働による商品化

※重点支援分野に該当しない新商品開発（地場産農林水産物を活用した施設給食メニューや介護食品
の開発を含む）や販路開拓の取組、直売所の売上向上に向けた多様な取組、６次産業化の取組に必
要な加工・販売施設等の整備も支援の対象となります。

○ ６次産業化等に関する戦略の策定 ○ ６次産業化に取組む人材の育成

・６次産業化等に関する戦略
の策定（更新）

・戦略に関する交流会の開催

・経営感覚を持って６
次産業化に取り組む
人材の育成のための
研修会の開催等

○ 研究開発・成果利用の促進

研究開発成果

・機能性成分の抽出技術

・長期保存・高鮮度輸送技術

・未利用資源の商品化技術

・機能性成分や加工適性に
富む新品種の育成 等

技術実証、試作品の
製造・評価、製品化
及び試験販売等

研究開発成果の利
用

農林漁業者

地方
自治体

公設
試験場

民間
事業者

○ ６次産業化の市場規模拡大に向けて、農林漁業者と多様な事業者が連携して行う地域資源を活用した新商
品開発や販路開拓等の取組、加工・販売施設等の整備及び新たな高付加価値商品等の創出・事業化に必要な
技術実証、マーケティング等を支援します。
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６次産業化と農商工連携

生産

加工

販売（直売）

農商工連携のイメージ
（地域の農林水産物と新技術・ノウハウの融合）

中小企業者
（商工業者） 農林漁業者

新商品・新サービスの
開発・提供
販路の確保技術・ノウハウ 原料

農林水産物

最終消費者へ

連携

長期的・安定的取引契約
商品・サービスの共同開発

農林漁業経営体

最
終
消
費
者

新商品
新サービス

異分野の
技術・ノウハウ

農林漁業の６次産業化のイメージ
（１次・２次・３次部門の一体化）

他産業から
の参入

○ ６次産業化は、農林水産物の付加価値向上を目指した、農林漁業者による生産と加工・販売の一体化等に向け
た取組。

○ 農商工連携は、農林漁業者と中小企業者が新商品や新サービスの開発・販路拡大等のため連携する取組。
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農林水産省 食料産業局 ／Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

総合化事業計画の認定状況（令和3年5月31日現在）

（１）地域別の認定件数

（３）
総合化事業
計画の認定
件数の多い
都道府県
（件数）

（２）総合化事業計画の対象農林水産物の割合

※複数の農林水産物を対象としている総合
化事業計画については全てをカウント。

○ 平成23年５月の第１回認定以降、総合化事業計画の認定件数は累増し、令和3年7月30日現在で約
2,600件。

北海道 163  

兵庫県 118  

宮崎県 113  

長野県 100  

熊本県 92  

地域
総合化
事業計画

うち
農畜産物関係

うち
林産物関係

うち
水産物関係

北海道 163 154 3 6
東北 379 343 12 24
関東 447 407 18 22
北陸 127 121 2 4
東海 243 208 14 21
近畿 389 353 13 23

中国四国 323 268 13 42
九州 465 391 28 46
沖縄 60 54 1 5
合計 2,596 2,299 104 193
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地域
総合化
事業計画 うち

農畜産物関係
うち
林産物関係

うち
水産物関係

岐阜県 80 71 4 5

愛知県 82 76 3 3

三重県 81 61 7 13

合計 243 208 14 21

野菜

31.3%

果樹

18.6%畜産物

12.6%

米

11.8%

水産物

5.6%

豆類

4.4%

その他

3.8%

林産物

3.8%

麦類

2.4%

茶

2.0%
そば

1.8%

花き

1.6% 野生鳥獣

0.3%


